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秋の空、ほしぞらさんぽがたのしみですね  
　秋は流れ星を見つけるチャンスが大きくなるん
ですよ。流れ星を見たい人は絶対にほしぞらさん
ぽしないとね。 
　11月の日の入り（日没にちぼつ）は何時ごろ ?   
　11月２日の日没の時刻は（東京で）午後４時45
分となっています。一年で一番日没時刻が早いの
は12月始めごろで、午後４時27分ぐらいのようで
す。ということは、夏のころに比べると星空散歩
を始められる時刻がずっと早くなるということで
すね。日没後もしばらくは空は明るくて星が見え
ませんね。そのような空の状態を天文薄明てんもんは

くめいと言います。空が完全に暗くなり星がはっき
りと見えてくる（天文薄明が終わる）のは日没後
１時間ぐらいしてからですから、11月・12月だと、
およそ午後５時半ごろには、ほしぞらさんぽが始
められるわけです。11月・12月は小学生がほしぞ
らさんぽを楽しむのにぴったりといえますね。 安
全な場所を選んで星空を見上げましょう。 

流星群がありますよ 
　毎年11月になると流れ星が見られるチヤンスが
増えてきます。流れ星を見るってなんだかすごく
得をしたような感じになりますね。見つけたけれ
ば、なるべく広い空を見はっていなければなりま
せんよ。オリオン座流星群とかしし座流星群とか
ふたご座流星群とか、星座の名前が付いています
が、その星座の方向を見ていればいいのではなく
て、どこに流れるかは全く予想できないので、全
天を見渡せるように姿勢を工夫するといいかも
ね。　11月17日の夜から夜明けにかけては、しし
座流星群の極大との予報があります。その日が極
大日とされていますが、しし座流星群はその予報
日だけでなく前後の夜にも、だらだらと流れるこ
とが多く見られます。晴れたらほしぞらさんぽし
てためしてみましょうね。今年は満月に近い明る
い月があってじゃまだけど、それでも明るい流れ
星は見えるでしょう。 
　 

秋の星座の代表 
　カシオペヤ座 
　北を向いて見上げると右
手の上空（北北東の空）に
「W」の字を立てたよう
な５つの星が見えていま
す。カシオペヤ座です
ね。この星座は天の川の
中にあるので、双眼鏡で
見ると細かい星がいっぱ
い見えていますよ。 

秋の見ものは 
　アンドロメダ座　 
　北東方向の中天を見上げると、カシオペヤ座の
右側にアンドロメダ座が見えています。図をじっ
くり読んで、アンドロメダ座を確認しましょう。
頭上にはペガススの四辺形がありますが、ペガス
スの四辺形を作っている４つの星の一つはアンド
ロメダ座と重なっていますから、まず頭上を見上
げペガススの四辺形を見つけて、そこから星をた
どってみましょう。 
　メシエ番号でM31のアンドロメダ銀河は、およ
そ250万光年のかなたにあって、4000億個もの星
が集まっていると
いわれています。 
　宇宙に無数にあ
る銀河の中でもい
ちばん近くにある
ので、双眼鏡でぼ
んやりと見ること
ができる数少ない
銀河の一つです。
場所がわかれば、
小さい双眼鏡でも
ぼんやりと銀河の
光が見えるはずで
す。図のペガスス
の四辺形の星をま
ず探します。それ
から東に向かって



伸びている星の列を見つけます。四辺形の角
から二つ目の星の左上に注目します。 

まだ見えている　はくちょう座 
　はくちょう座は夏の星座ですよね。もう11
月だというのに、はくちょう座のデネブが北
西のかなり高い空にちゃんと見えています。
はくちょうの翼を広げている様子がよく見え
ますね。 
　ということは「夏の大三角」も見えるのか
な ? 　いったい何月ごろまで見えるのでしょ
うね。星座早見盤で調べてみて、実際に観察
しましょう。


